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紹
介堤

和
博
著

『
歌
語
り

・
歌
物
語
隆
盛
の
頃

―
伊
ヂ

。
本
院
侍
従

。
道
綱
母
達
の
人
生
と
文
学
―
』

木
下
　
美
佳

十
世
紀
後
半
に
編
纂
さ
れ
た

『後
撰
和
歌
集
』
は
、
詞
書
に
三
人
称
的
表

現
が
見
ら
れ
、
物
語
化
の
傾
向
を
有
す
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
。
こ
の
、
歌

集
の
物
語
化
と
い
う
傾
向
は
、
私
家
集
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
十
世
紀
後
半

は
、
ま
さ
に
、
歌
語
り

・
歌
物
語
隆
盛
の
頃
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
お
い
て
、
な
ぜ
道
綱
母
に

『蜻
蛉
日
記
』
が
書
け
た
の
か
。
堤

氏
の
関
心
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
由
来
す
る
。
こ
の
問
題
を
究
明
す

る
た
め
に
は
、
『蜻
蛉
日
記
』
に
焦
点
を
当
て
る
前
に
、
ま
ず
道
綱
母
を
取

り
巻
く
当
時
の
文
壇
の
状
況
を
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
書
は
、
【第

一
部
】
歌
語
り

。
歌
物
語
隆
盛
の
頃
―
伊
ヂ

。
本
院
侍

従

。
道
綱
母
達
の
人
生
と
文
学
Ｉ
　
Ｉ

『
一
条
摂
政
御
集
』
研
究

〔第

一
章

他
撰
部
の
歌
語
り
的
歌
群
研
究
、
第
二
章
　
他
撰
部
の
編
纂

（成
立
）
に
関

す
る
研
究
、
第
二
章
　
「
と
よ
か
げ
」
の
部
研
究
〕、
Ⅱ

『本
院
侍
従
集
』
研

究

〔第

一
章
　
配
列
に
施
さ
れ
た
虚
構
を
中
心
と
す
る
諸
問
題
〕、
Ⅲ

『蜻

蛉
日
記
』
研
究

〔第

一
章
　
上
巻
欠
文
部
の
養
女
問
題
考
、
第
二
章
　
下
巻

の
夢
と
夢
解
き

。
養
女
迎
え
の
記
事
〕
、
【
第
二
部
】
引
歌
表
現
研
究

〔第

一

二早

『蜻
蛉
日
記
』
上
巻
の
最
初
の
引
歌
表
現
―

「
い
か
に
し
て
網
代
の
氷

魚
に
こ
と
問
は
む
」
―
、
第
二
章
　
『源
氏
物
語
』
の
引
歌
表
現
研
究
〕
、
以

上
の
構
成
か
ら
成
る
。

ま
ず
、
第

一
部
で
は
、
伊
ヂ

・
兼
通

。
そ
し
て
道
綱
母
の
夫
兼
家
の
三
兄

弟
が
深
く
関
わ
る
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
歌
語
り

。
歌
物
語
隆
盛
の
頃
の

歌
集
編
纂
の
あ
り
方
や
、
文
壇
の
様
相
、
虚
構
の
意
図

へ
の
考
察
が
纏
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｉ
で
は
、
伊
ヂ
の
作
で
あ
る

『
一
条
摂
政
御
集
』
の
他
撰
部
に
、
本
院
侍

従

・
北
の
方
恵
子
女
王

・
小
野
好
古
女
と
の
、
歌
語
り
的
な
歌
群
が
見
ら
れ

る
こ
と

（第

一
章
）
、
伊
ヂ
を
取
り
巻
く
歌
語
り

。
歌
物
語
的
な
も
の
は
、

他
撰
部
に
姿
を
留
め
て
い
る
こ
と

（第
二
章
）
、
他
撰
部
が
成
立
す
る
中
か

ら
歌
物
語
的
な

「
と
よ
か
げ
」
の
部
も
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

（第
二
章
）
。
他
撰
歌
集
に
お
け
る
編
纂
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

『
一
条
摂
政
御
集
』
に
も
登
場
す
る
本
院
侍
従
に
つ
い
て
は
、
続
く
Ⅱ
の

『本
院
侍
従
集
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
兼
通
を
男
主
人
公
と
す
る
こ

の
歌
集
に
は
、
歌
の
配
列
に
時
間
的
な
虚
構
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
兼
通
を

惨
め
な
人
物
に
描
こ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
編
纂
者
は

兼
通
側
の
人
物
だ
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伊
ヂ
没
後

の
、
兼
通

・
兼
家
兄
弟
の
政
権
争
い
に
も
触
れ

つ
つ
、
当
時
の
文
壇
の
様
相

が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
の

『
蜻
蛉
日
記
』
で
は
、
兼
家
と
源
兼
忠
女
と
の
間
の
娘
を
道
綱
母
が

養
女
に
し
た
記
事
を
め
ぐ
る
文
飾
が
、
上
巻

・
下
巻
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
道
綱
母
の
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

引
歌
表
現
を
取
り
上
げ
る
第
二
部
で
は
、
日
常
生
活
の
会
話

。
独
自
や
手

紙
で
の
引
歌
表
現
に
は
、
詠
歌
事
情
ま
で
も
考
慮
し
て
い
る
例

（第

一
章
）

と
、
完
全
に
は
合
致
し
な
い
例

（第
二
章
）
が
示
さ
れ
、
散
文
に
お
け
る
歌



語
り
の
享
受
の
様
相
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
歌
語
り

。
歌
物
語
隆
盛
の
時
代
を
掬
い
取
る
、
大
き
な
構
想
の

も
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
抽
象
論
で

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
論
を
支
え
得
る
個
々
の
作
品
論
に
お
い
て
も
、
た
い
へ

ん
詳
細
な
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
用
例
は
、

言
葉
の
一
致
と
い
う
程
度
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
事
情
や
場
面
も
配
慮
さ

れ
た
も
の
ば
か
り
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
用
例
数
が
少
な
い
場
合
は
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
の
可
能
性
を
探
ら
れ
た
上
で
、
そ
れ
を
精
緻
に
考
証
さ
れ
て
い
る
。

丹
念
に
先
学
の
指
摘
の
妥
当
性
を
洗
い
直
し
て
い
く
氏
の
姿
勢
に
は
、
敬
服

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
氏
は
、
今
後
、
「当
時
の
文
学
圏
全
体
像
の
把
握
ヘ

向
か
い
た
い
気
持
ち
が
強
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
論
考
が
ま
た
れ

Ｚつ
。（和

泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
刊
、
四

一
九
頁
、　
〓

一、
六
〇
〇
円
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


